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参
加
者
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

会
員
募
集

　

◆
漢
詩
・
和
歌
・
近
代
詩

な
ど
の
朗
吟
（
詩
吟
・
岳
風

会
）　

毎
月
第
２
～
第
４
木

曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
１
１
０
０
円
（
入
会

２
カ
月
間
無
料
）。
初
心
者

歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く

は
垣
畑
（
か
き
は
た
）
緯
４

７
２
・
１
０
２
１
へ
。

　

◆
合
唱
団
も
み
じ　

毎
週

水
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
２
０
０
０
円
。
会
費
月

３
０
０
０
円
。
楽
譜
が
読
め

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
詳

し
く
は
北
村
緯
４
７
７
・
０

２
６
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
太
極
拳
教
室

　

月
４
回
。
月
曜
日
午
後
１

時
～
２
時
半
、
ス
ペ
ー
ス
１

０
５
（
市
役
所
向
い
）
ほ
か

で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

半
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
詳
し
く
は
浅
川
緯
４

７
３
・
０
８
１
３
へ
。

　

◆
つ
け
ペ
ン
と
ボ
ー
ル
ペ

ン（
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会
）

　

毎
月
第
１
・
第
３
①
月
曜

日
が
午
前
②
水
曜
日
が
午
前

ま
た
は
午
後
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０

円
。
会
費
月
２
５
８
０
円
。

詳
し
く
は
戸
野
（
と
の
）
緯

４
７
１
・
３
０
４
３
へ
。

　

◆
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手

　

毎
週
①
土
曜
日
午
後
６
時

～
８
時
半
が
成
美
教
育
文
化

会
館
②
木
曜
日
午
後
５
時
～

７
時
が
第
三
小
学
校
ほ
か
で
。

会
費
は
幼
年
が
月
３
１
５
０

円
、
小
・
中
学
生
が
月
４
２

０
０
円
、
高
校
生
以
上
が
月

５
２
５
０
円
。
世
界　

カ
国

３０

２
０
０
支
部
を
持
つ
団
体
の

指
導
者
が
稽
古
を
し
て
く
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
佐
藤
緯
０

７
０
・
５
０
２
９
・
１
１
１

０
へ
。

　

◆
将
棋
研
究
会　

毎
週
日

曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時
、

成
美
教
育
文
化
会
館
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

２
カ
月
１
０
０
０
円
。
詳
し

く
は
増
田
緯
４
７
３
・
２
３

３
３
へ
。

　

◆
居
合
道
（
無
外
流
日
心

会
）　

土
曜
・
日
曜
日
の
午
後

２
時
半
～
４
時
半
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。　

歳
以
上

１８

で
長
期
続
け
ら
れ
る
方
歓
迎
。

詳
し
く
は
廣
井
緯
４
２
１
・

７
２
５
２
へ
。

　

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
（
花
＊
花
）　

月
２
回
。

火
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
半
、

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。

会
費
月
１
５
０
０
円
（
ほ
か

に
花
代
と
施
設
使
用
料
２
０

０
円
）。
初
回
体
験（
４
０
０

０
円
）
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
松
本
緯
０
９
０
・
５
３

２
１
・
０
３
９
９
へ
。

　

◆
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊

り
・
一
日
体
験
（
東
久
留
米

ど
じ
ょ
う
す
く
い
教
室
・

お
っ
た
の
会
）　

５
月　

日
１０

（
火
）
午
後
５
時
～
６
時
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
２
０
０
円
。
定
員
先
着

　

人
。
詳
し
く
は
篠
宮
緯
４

２０７
１
・
１
１
１
４
へ
。

　

◆
ラ
ジ
オ
体
操
・
中
国
健

康
体
操
・
練
功
十
八
法
ほ
か

（
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
）　

毎
日
午
前
６
時　
１０

分
か
ら
（
会
場
に
よ
り
午
前

７
時
、
９
時
か
ら
も
あ
り
）、

滝
山
公
園
、
向
台
広
場
、
市

民
プ
ラ
ザ
、
小
山
、
本
村
な

ど
市
内
８
会
場
で
。
会
費
年

１
２
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

体
験
入
会
あ
り
。
詳
し
く
は

對
馬
（
つ
し
ま
）
緯
４
７
１
・

５
７
４
２
へ
。

　

◆
民
族
楽
器
で
楽
し
い
リ

ズ
ム
を
み
ん
な
で
創
り
出
そ

う
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ラ

ブ
「
ト
ー
ク
る
」）　

毎
月
第

１
・
第
３
火
曜
日
の
午
後
零

時　

分
～
２
時　

分
、
生
涯

４０

４０

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
。
楽
譜
が
読
め

な
く
て
も
可
。
初
心
者
歓
迎
。

講
師
は
デ
ュ
オ
ガ
ッ
ジ
ョ

デ
ィ
ー
ロ
の
原
氏
、
北
原
氏
。

詳
し
く
は
小
林
緯
０
９
０
・

６
５
３
２
・
９
５
１
６
へ
。

　

◆
漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
な

ど（
岳
風
会
東
久
留
米
支
部
）

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時
、
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円
。
詳
し
く
は
藤
田
緯
４
７

３
・
３
６
３
１
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
教
室
ふ

る
さ
と
会
ウ
イ
ン
グ　

月
４

回
。
木
曜
日
午
後
零
時　

分
４０

～
３
時　

分
、
生
涯
学
習
セ

４０

ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
。
会
費
月
２
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学

自
由
。
新
曲
お
よ
び
十
八
番
。

詳
し
く
は
片
柳
緯
４
７
１
・

８
３
６
３
へ
。

　

◆
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
ま
で
を
聴
く
会

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ト
ラ
ベ

ル
）　

月
１
回
。
金
曜
日
ま

た
は
土
曜
日
の
夕
方
ま
た
は

夜
間
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ほ
か
で
。
色
々
な
音
楽
に
興

味
の
あ
る
方
。
詳
し
く
は
本

田
緯
４
７
５
・
３
０
６
９
へ
。

　

◆
Ｎ
Ｔ
Ｓ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

第
２
～
第
４
月
曜
日
の
午

後
２
時
～
４
時
、
南
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
。
会
費
月
４
０
０
０

円
。
中
・
上
級
。
現
役
プ
ロ

Ｂ
級
カ
ッ
プ
ル
２
人
の
講
師

が
指
導
。
詳
し
く
は
島
田
緯

４
２
１
・
４
０
８
１
へ
。

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

第

３
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
８
０
０
円
。
毎
日
短
歌
を

楽
し
く
作
り
ま
し
よ
う
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
大
塚

緯
４
７
３
・
３
０
７
５
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
紙

芝
居（
さ
つ
き
会
）　

平
日
の

午
前
ま
た
は
午
後
、
学
童
保

育
所
、
高
齢
者
施
設
な
ど
。

一
人
か
二
人
で
活
動
で
き
る

方
。
紙
芝
居
は
図
書
館
で
借

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
新
堀（
に
い
ぼ
り
）

緯
４
７
４
・
７
２
０
７
へ
。

　

◆
や
さ
し
い
日
本
画
（
杉

の
会
）　

第
１
土
曜
日
の
午

前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２

０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）。

個
別
に
初
歩
か
ら
丁
寧
に
指

導
。
詳
し
く
は
中
島
緯
４
５

８
・
６
４
７
０
へ
。

催

し

　

◆
原
武
史
先
生
（
明
治
学

院
大
学
教
授
）
講
演
会
（
慶

應
義
塾
東
久
留
米
三
田
会
）

　

４
月　

日
（
日
）
午
後
３

２４

時
開
演
（
受
け
付
け
は
２
時

　

分
か
ら
）、
成
美
教
育
文

４５化
会
館
で
。
入
場
料
無
料
。

演
題
は「
滝
山
団
地
と
西
武
」。

詳
し
く
は
篠
田
緯
０
９
０
・

２
６
６
３
・
４
３
８
９
へ
。

　

◆
補
聴
器
の
勉
強
会
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ⅱ
（
東
久
留
米
市
要
約

筆
記
サ
ー
ク
ル
ひ
よ
こ
会
）

　

４
月　

日
（
水
）
午
前　

２７

１０

時
～
正
午
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。

聞
こ
え
の
悩
み
、
補
聴
器
の

困
り
ご
と
な
ど
、
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
保

坂
緯
４
７
５
・
３
３
７
７
へ
。

　

◆
笑
っ
て
長
生
き
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
腹
話
術
（
腹
話
術
愛

好
者
の
会　

東
京
チ
ャ
タ
ー

ズ
）　

５
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
半
開
演
（
１
時
開
場
）、

成
美
教
育
文
化
会
館
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１
０

０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無

料
）。
詳
し
く
は
高
橋
緯
４

７
５
・
３
５
３
３
へ
。

　

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
バ

ザ
ー
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東

久
留
米
第
一
団
）　

４
月　
２４

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後

１０

２
時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ

ろ
ば
で
。
出
し
物
は
焼
き
鳥
、

寄
付
品
、
ゲ
ー
ム
、
飲
み
物

ほ
か
。
詳
し
く
は
柏
木
緯
４

７
３
・
８
８
０
５
へ
。
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サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
作
り
方
か
ら

食
事
の
マ
ナ
ー
ま
で
、
健
康
的
な

食
生
活
に
必
要
な
食
育
を
体
験
学

習
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
の
具
材
に
地
元
食
材
を
取

り
入
れ
て
、
環
境
に
優
し
い
地
産

地
消
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
【
日
時
】６
月　
１２

日
（
日
）
午
後
１

時　

分
～
３
時

４５

　
【
会
場
】市
民
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
協
力
】山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

武
蔵
野
工
場

女
性
の
た
め
の
再
就
職

い
き
い
き
ス
キ
ル 

「
医
療
事
務 
ス
タ
ー
ト
編
」

　

医
療
事
務
の
資
格
取
得
方
法
や

レ
セ
プ
ト
の
記
載
・
診
療
報
酬
の

基
礎
的
知
識
と
計
算
方
法
な
ど
、

医
療
事
務
の
基
礎
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　
【
日
時
】全
４
回
。
５
月　

日
～

２５

６
月　

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
前

１５

　

時
～
午
後
３
時
半

１０
　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
講
師
】東
京
都
立
職
業
訓
練
校

医
療
事
務
科
講
師
の
田
中
美
穂
氏

　
【
対
象
】再
就
職

を
め
ざ
す
女
性

　
【
定
員
】先
着　
２４

人
　

※
２
歳
～
未
就

学
児
の
保
育
あ
り
。
４
月　

日
１８

（
月
）
～
５
月　

日
（
木
）
に
要

１９

予
約
。

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
メ
モ
リ
ー
機
能
（
Ｍ

－
、
Ｍ
＋
）
付
き
の
大
型
の
電
卓
・

定
規
・
筆
記
用
具

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
月
）

１８

～
５
月　

日
（
月
）
に
、
氏
名
・

２３

電
話
番
号
・
保
育
が
必
要
な
方
は

お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
を
電
話
（
４
７
２
・
０
０
６

１
）
ま
た
は
直
接
、
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
休
館
）
へ
。

　

消
費
生
活
展
は
消
費
者
意
識
を

高
め
、
消
費
生
活
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
実
行
委
員
会
と
市
の
共

催
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

　

市
で
は
、
環
境
問
題
に
関
心
が

あ
り
、
第
２
期
委
員
の
成
果
を
受

け
継
い
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

を
、
市
民
環
境
会
議
第
３
期
委
員

と
し
て
幅
広
い
年
齢
・
職
層
か
ら

募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で　

歳
以
上
の
方

２０

　
【
任
期
】５
月　

日
～　

年
５
月

２１

２５

　

日
２０
　
【
募
集
人
数
】　

人
以
内

３０

　
【
謝
金
】
無
償

　
【
第
１
回
全
体
会
】６
月
の
平
日

午
後
７
時
か
ら
（
予
定
）

市
民
環
境
会
議
と
は

　

市
の
環
境
基
本
計
画
に
あ
る

「
将
来
の
環
境
像
」、
緑
の
基
本

計
画
に
あ
る「
み
ど
り
の
将
来
像
」

を
共
に
実
現
す
る
組
織
と
し
て
、

　

年
５
月
か
ら
市
民
や
事
業
者
の

１９皆
さ
ん
の
環
境
保
全
な
ど
に
関
す

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

３
つ
の
部
会
の
活
動

　

こ
の
会
議
で
は
全
体
会
の
ほ
か
、

次
の
①
～
③
の
部
会
に
分
か
れ
て

　

憲
法
週
間
に
ち
な
み
、
憲
法
が

保
障
す
る
基
本
的
人
権
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
り
、、
人
権
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
「
講
演
と
映
画
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、湧（
ゆ

う
）水
や
河
川
の
水
量
に
影
響
を

与
え
ま
す
。雨
水
浸
透
ま
す
は
、屋

根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、

地
下
水
を
涵
養（
か
ん
よ
う
）す
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

　

勤
労
市
民
共
済
会
は
、
中
小
企

業
の
事
業
主
と
そ
こ
に
お
勤
め
の

従
業
員
を
会
員
と
し
て
、
福
利
厚

生
事
業
の
充
実
や
、
慶
弔
・
共
済

等
の
給
付
を
行
っ
て
い
る
勤
労
者

福
祉
の
団
体
で
す
。
市
役
所
６
階

に
事
務
局
が
あ
り
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
た
め
に

安
心
し
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

加
入
頂
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
よ
り
魅
力

的
な
職
場
作
り
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

　
【
入
会
で
き
る
方
】①
市
内
の
中

小
企
業
（
従
業
員
が
３
０
０
人
以

下
の
法
人
・
個
人
）
の
事
業
主
と

そ
こ
に
お
勤
め
の
従
業
員
②
市
内

居
住
で
、
市
外
に
所
在
す
る
中
小

企
業
に
お
勤
め
の
勤
労
者
。
い
ず

れ
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
も
加
入

で
き
ま
す

　
【
会
費
】一
人
に
つ
き
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
５
０
０
円

事

業

内

容

◎
福
利
厚
生
事
業

　

宿
泊
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
等

が
安
く
利
用
で
き
ま
す
。

　

①
宿
泊
費
の
補
助
（
会
員
が
１

泊
以
上
の
旅
行
を
し
た
と
き
、
年

１
回
２
５
０
０
円
の
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
）

　

②
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
割
引
利
用

（
西
武
園
・
豊
島
園
＝
フ
リ
ー
パ

ス
の
割
り
引
き
▽
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
＆
シ
ー
＝
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
カ
ー
ド
と
特
別
利
用
券
の

交
付
な
ど
）

　

③
勤
労
市
民
共
済
会
が
行
う
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
、
観
劇
な
ど
の

費
用
の
一
部
を
助
成

◎
生
活
資
金
融
資
事
業

　

勤
労
市
民
共
済
会
生
活
資
金
融

資
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

①
融
資
金
額
＝
１
０
０
万
円
以

内
　

②
融
資
利
率
＝
年
１
・　

舒
８０

　

③
償
還
期
間
＝
５
年
以
内

　

④
使
途
＝
教
育
・
医
療
・
冠
婚

葬
祭
・
物
品
購
入
・
住
宅
補
修
・

そ
の
他
生
活
に
必
要
な
資
金
を
必

要
と
す
る
場
合

◎
共
済
給
付
事
業

　

左
表
の
通
り

◎
健
康
管
理

　

▼
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
査
利

用
補
助
＝　

歳
以
上
の
会
員
で
年

３０

１
回
、
検
診
料
の　

舒
の
利
用
補

２０

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
上
限
６
０

０
０
円
）

　

詳
し
く
は
勤
労
市
民
共
済
会
緯

４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
５

２
５
）
へ
。

活
動
し
ま
す
。

　

①
水
と
み
ど
り
部
会
＝
湧
水
・

河
川
・
緑
・
生
き
物
を
守
り
、
育

て
る
自
然
環
境
に
関
す
る
活
動

　

②
く
ら
し
部
会
＝
ご
み
減
量
・

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
、

生
活
環
境
に
関
す
る
活
動

　

③
環
境
広
報
部
会
＝
地
域
で
の

環
境
学
習
・
活
動
の
促
進
、
環
境

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
提

供
す
る
活
動
、
な
ど

　
【
応
募
期
限
】４
月　

日（
木
）ま

２８

で
（
必
着
）

　
【
応
募
方
法
】
任
意
の
用
紙
に

①
応
募
動
機
（
簡
潔
に
）
②
興
味

の
あ
る
部
会
（
前
記
の
３
つ
か
ら

選
択
）
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス（
お
持
ち
の
方
の
み
）

を
記
入
の
上
、
次
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

　

①
環
境
政
策
課

（
市
役
所
５
階
）
へ

持
参
②
〒
２
０
３
倆

８
５
５
５
、
市
役
所

環
境
政
策
課
あ
て
に

郵
送
③
電
子
メ
ー
ル

で
送
信
④
フ
ァ
ク
ス

（
０
４
２
・
４
７
０
・

７
８
０
９
）
で
送
信

　

詳
し
く
は
同
課
緯

４
７
０
・
７
７
５
３

へ
。

市
民
環
境
会

市
民
環
境
会
議議

第
３
期
委
員
を
募
集
し
ま

第
３
期
委
員
を
募
集
し
ま
すす

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
（
小
学
１
年
～
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
で
。
家
族
や
友
人
の
見

学
可
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
（
バ
ン
ダ
ナ
や
帽
子
も
可
）

　
【
定
員
】
先
着　

人
１８

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
金
）

１５

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接

環
境
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

お
願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ

の
雨
水
浸
透
ま

す
の
設
置
に
は
、

設
置
補
助
金
制

度
を
利
用
で
き

ま
す

　
【
申
請
対
象

者
】
敷
地
が
１

０
０
０
平
方
丿

未
満
の
既
存
の

個
人
住
宅
（
新

築
、
増
築
等
を

除
く
一
般
住

宅
）
を
所
有
す

る
方　

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　

希
望
す
る
方
は
、
市
指
定
下
水

道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課
緯
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
５
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
半
～
５
時　

分
１０

　
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
東
京

メ
ト
ロ
丸
の
内
線
東
高
円
寺
駅
か

ら
徒
歩
５
分
）

　
【
内
容
】元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
藪
本
雅
子
氏
に
よ
る
講

演
「
人
権
っ
て
な
ん
だ
？　

所
在

現
場
か
ら
の
報
告
」、
映
画
「
春
と

の
旅
」
の
上
映

　
【
対
象
】
都
内
在
住
の
方
、
企
業

関
係
者
、
行
政
職
員

　
【
入
場
料
】
無
料

　
【
定
員
】
先
着
５
７
８
人

　

※
保
育
（
要
予
約
）、
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
あ
り

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　
【
主
催
】東
京
都
人
権
啓
発
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
（
東
京
都
、

東
京
法
務
局
、
東
京
都
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
、
財
団
法
人
人
権
擁

護
協
力
会
）、
杉
並
区

　
【
協
賛
】財
団
法
人
東
京
都
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー

　

詳
し
く
は
都
人
権
部
☎　

・
５

０３

３
８
８
・
２
５
８
８
、
東
京
法
務

局
人
権
擁
護
部
☎　
・
５
２
１
３
・

０３

１
３
６
５
、
杉
並
区
総
務
課
☎

　

・
５
３
０
７
・
０
７
２
７
へ
。

０３

年
度
憲
法
週
間
行

　

年
度
憲
法
週
間
行
事事

２３２３

年
は　

月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１１

２６

２７

の
２
日
間
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
消
費
生
活

に
関
心
の
あ
る
個
人
・
団
体
・
事

業
者
の
方
を
募
集
し
、
テ
ー
マ
や

イ
ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
、
内

容
に
つ
い
て
一
か
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
は　

回
目
と
い
う
記
念
す

４０

べ
き
年
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
っ
と
消
費
生
活
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
実
行
委
員
と

し
て
一
緒
に
消
費
生
活
展
を
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。

　

※
第
１
回
実
行
委

員
会
は
、
５
月
中
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
議
は
毎
月
１
回
、

２
時
間
程
度
の
開
催

予
定
で
す
。

　

申
し
込
み
は
４
月

　

日
（
土
）
ま
で
に

３０（
必
着
）、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
所

属
団
体
名
・
活
動
内

容
ま
た
は
消
費
生
活

展
で
や
り
た
い
こ
と

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
８
５

５
５
、
市
役
所
生
活
文
化
課
市
民

協
働
係
あ
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
４
７
２
・
１
１
３
１
）、
電
子

メ
ー
ル
で
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

第　

回
消
費
生
活
展

４０
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
情

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
情
報報

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
と
き
め
き
」第　

号
を

４６

発
行
し
ま
し
た

　
【
発
行
日
】
３
月　

日
３０

　
【
主
な
内
容
】
次
の
通
り

　

▼
特
集
１
＝
湯
浅
誠
氏
講
演
会

「
格
差
と
貧
困
を
な
く
す
た
め
に

　

」▼
特
集
２
＝
高
齢
化
社
会「
高

!?齢
者
の
就
労
」「
東
久
留
米
市
で
働

く
方
々
」
▼
ト
ッ
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
＝
好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ

た
！
～
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
な
い

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
～
▼
情
報
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
＝
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
所
蔵
図
書
の
書
籍
紹
介
と
主

催
講
座
リ
ポ
ー
ト
▼
東
久
留
米
総

合
高
校
に
て
「
大
学
生
が
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
の
寸
劇
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
▼

「
フ
ィ
フ
テ
ィ
な
川
柳
」
入
賞
者

表
彰
式
▼
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
・

相
談
案
内

　
【
配
布
場
所
】
市
民
プ
ラ
ザ
、
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
本
町
３

ノ
９
ノ
１
ノ
１
０
２
）、
市
内
公

共
施
設
な
ど

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
緯
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

「
将
来
の
環
境
像
」
や
「
み
ど
り
の
将
来
像
」

「
将
来
の
環
境
像
」
や
「
み
ど
り
の
将
来
像
」
をを

共
に
実
現
す
る
組
織
と
し

共
に
実
現
す
る
組
織
と
し
てて食

育
と
環
境
を
体
感
！

■
今
年
で　

周
年
を
迎
え
ま
し
た

■

４０

グググググググググググググググググググググリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用グリーンカーテン用のののののののののののののののののののののの
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種ををををををををををををををををををををを配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま種を配布しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　オール東京６２市区町村共同事業（みどり東京・
温暖化防止プロジェクト）の一環として、グ
リーンカーテン用の種（ゴーヤ）を配布します。
　緑のカーテンを育てていただき、温暖化防止
にご協力をお願いします。
　なお、このグリーンカーテン用の種は、同事
業から共同事業普及・啓発物品として各自治体
に配布（２５０袋）されたものを使用しています。
　【配布開始日】４月１５日（金）午前８時半から
　【配布場所】環境政策課（市役所５階）
　【配布数量】１人１袋（１０粒程度）
　※種が無くなり次第、配布を終了します。な
お、種を蒔（ま）く時期は４月～５月です。
　詳しくは同課緯４７０・７７５３へ。

「
講
演
と
映
画
の
集
い

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」」

勤労市民共済会勤労市民共済会にに
ご加入くださご加入くださいい
対象は、中小企業の事業主と
そこにお勤めの従業員の方です

ときめき４６号の表紙

補
助
金

共済給付金額共　済　事　由

１０,０００円会員の結婚

祝　
　

金

６,０００円会員の子の出生

５,０００円小学校入学会員の子の
就学 ５,０００円中学校入学

５,０００円会員本人２０歳成人祝金

５,０００円会員本人６０歳還暦祝金

５,０００円会員本人６９歳古希祝金

１０,０００円休業１４日以上３０日未満

傷
病
見
舞
金

１５,０００円休業３０日以上６０日未満

２０,０００円休業６０日以上９０日未満

２５,０００円休業９０日以上１２０日未満

３０,０００円休業１２０日以上

１.交通事故による障害（最高「交通事故の死亡」と同額）
２.不慮の事故等による障害（最高「不慮の事故死亡」と同額）
３.すべての重度障害（「その他の死亡」と同額）

重
度
障
害
障
害
見
舞
金

２４,０００円　　
～６００,０００円交通事故

８,０００円　　
～２００,０００円不慮の事故

１０,０００円　　
～２００,０００円

以内

全焼・全壊

火災等住
宅
災
害
見
舞
金
・
弔
慰
金

半焼・半壊

一部焼・一部壊

６,０００円　　
～６０,０００円

以内

全壊・流失

自然災害
半壊

一部壊

床上浸水

１０,０００円同居の親族の死亡（６親等内の血族・３親等の姻族）

９００,０００円交通事故の死亡

７１歳未満

死
亡
弔
慰
金

５００,０００円不慮の事故死亡

３００,０００円その他の死亡

７５０,０００円交通事故の死亡

７１歳以上 ３５０,０００円不慮の事故死亡

１５０,０００円その他の死亡

５０,０００円配偶者の死亡（内縁関係も含む）

１０,０００円子の死亡（実子・養子・継子とこれらの配偶者）

７,０００円親の死亡（実父母・養父母・継父母・義父母）

慶 弔 共 済 給 付 金 一 覧

昨年に市役所の敷地内で実施した「緑のカーテ昨年に市役所の敷地内で実施した「緑のカーテンン」」

◆生活文化課メールアドレス
seikatsubunka@city.higashikurume.lg.jp

◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

宅地内へ宅地内へのの
「雨水浸透ます」の設置「雨水浸透ます」の設置にに

ご協力くださご協力くださいい

湧湧（ゆう（ゆう））水や河川を守るため水や河川を守るためにに

地球温暖化防止に、ご協力ください

　

市
立
け
や
き
児
童
館
と
滝
山
児

童
館
は
指
定
管
理
者
の
導
入
に
伴

い
（
運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
行
い
ま
す
）、４

月
１
日
以
降
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ひ
ば
り
と
同
様
に
高
校
生
年
代
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
、
中
学
・
高

校
生
年
代
の
居
場
所
と
し
て
利
用

時
間
を
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
日

曜
日
・
祝
日
も
開
館
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

け
や
き
・
滝
山
児
童
館 

の

変

更

点

　

①
中
学
・
高
校
生
年
代
の
利
用

時
間
を
延
長
し
ま
す
。
中
学
・
高

校
生
年
代
は
午
後
７
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す

　

※
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
小
学

生
の
利
用
は
、
今
ま
で
通
り
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

　

②
日
曜
日
・
祝
日
も
開
館
し
ま

す
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
～
午

後
６
時
で
す

　

※
幼
児
と
そ
の
保
護
者
・
小
学

生
の
利
用
は
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

◎
東
久
留
米
市
立
児
童
館
条
例
の

改
正
に
伴
い
４
月
１
日
か
ら
の
使

用
区
分
が
変
わ
り
ま
し
た

　

け
や
き
児
童
館
と
滝
山
児
童
館

の
開
館
日
時
が
平
日
午
後
７
時
ま

で
時
間
延
長
し
た
こ
と
を
受
け
、

高
校
生
年
代
ま
で
の
幼
児
・
児
童
・

生
徒
以
外
の
方
が
、
け
や
き
児
童

館
と
滝
山
児
童
館
を
利
用
す
る
場

合
に
お
け
る
夜
間
の
使
用
区
分

（
時
間
帯
）
に
つ
い
て
、
右
表
の

通
り
変
更
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
児
童

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
５
へ
。

４月１日以降における、けやき・滝山各児童館の使用区分
滝山児童館けやき児童館

施設区分
使用区分：午後８時～午後１０時

１,４５０円１,９００円遊戯室

　４００円－児童室（図書室）

　９００円　８５０円工作室

　５５０円　３５０円集会室

利
用
対
象
者
・
開
館
時
間
・
開
館
日
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拡
充
さ
れ
ま
し
た

東
京
電
力
に
よ
る
計
画
停
電

の
期
間
中
は
、
節
電
の
た
め
、

全
児
童
館
を
午
後
５
時
に
閉

館
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

け
や
き
児
童
館
・
滝
山
児
童
館

　

広
報　

年
４
月
１
日
号
４
・

２３

５
面
に
掲
載
し
ま
し
た
「
小
・

中
学
校
の
特
別
教
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
」
の
記
事
中
、
第
五

小
学
校
の
第
２
音
楽
室
は
開
放

教
室
の
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
緯
４
７
０
・
７
７
８
４

へ
。


